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また，計算式の精度を検証し，補完するためには，強度試験が

必要不可欠であり，パネル形状が異なるごとに試験を行うこと

が理想的である。しかし，化粧パネルはそのほとんどが大型であ

り，これにかかる風荷重の表現方法が難しく，また試験装置も大

がかりになるといった問題がある。そのため，全てのパネル形状

について強度試験を行うことは事実上不可能である。

現状では以上のような事情により，薄板構造体は，安全率を過

大にしがちになり，重量増を招くことから，要求性能に反するこ

とになる。

従って，現状の開発方法は，精度が十分でない計算式と，困難

な強度試験の組合せで行うことしかなく，事実上は，実績重視の

経験に頼った設計にならざるを得ない状況にある。

今回は薄板構造体の設計を最適化する補完的手段として，

FEMによる構造解析の適用性について検討し，一定の目処がつ

いたので，その結果を報告する。
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写真 1 薄板構造体施工例
Example of construction

概　要 薄板構造体澖膐
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